
埼玉県立久喜図書館の 
健康・医療情報サービス 

～ 公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 ～ 

埼玉県立久喜図書館 
     小西美穂 

九州・沖縄地区 図書館＆がん相談支援センター連携ワークショップ 
  「いつでも、どこでも、だれでもが、がんの情報を得られる地域づくりをめざして」 平成28年1月25日（月） 



 

埼玉県はどこ？ 



■ 科学と芸術の 

   久喜図書館 
■ 社会科学と歴史・哲学の 

     熊谷図書館 

埼玉県立図書館は分野別専門館 

障害者サービス 

子ども読書支援サービス 

ビジネス支援サービス 

海外資料サービス 

地域行政資料サービス 

健康・医療 
 情報サービス 

熊谷 
久喜 



 

健康・医療情報サービス 
の概要 

１ 



5 

 平成２１年度      （今年５月リニューアル） 

 健康・医療情報コーナー 設置 



がん情報コーナー 妊活情報コーナー 

見て・聴いて・感じる読書コーナー 

３つのコーナー内コーナー 



資料展示 パスファインダー 

講演会 情報の探し方講座 

サービス開始当初から実施 
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平成２５年度～ 

重点課題 

● 多角的な情報提供 

● 連携 

● PR・「見える」化 

ひとりひとりの悩みや課題に 

寄り添う情報提供 



連携イベントの開催 

● ３年弱の間に８件 

● 40団体に協力を依頼 
がん、もっと知りたい！治療、生活、これからのこと 

県保健医療部疾病対策課がん・疾病対策担当／県内がん患者会・支援団体4団体（がん患者会シャローム、あけぼの会埼玉支部、リレー・フォー・ラ
イフ・ジャパン川越、リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま）／NPO法人キャンサーリボンズ／国立がん研究センターがん対策情報センター／がん
研究振興財団／日本対がん協会／CSRプロジェクト／埼玉県立がんセンター／春日部市立病院 

これだけは知っておきたい！ ＨＩＶ／エイズ 

県保健医療部疾病対策課 感染症・新型インフルエンザ対策担当／さいたま市保健所／社会福祉法人はばたき福祉事業団（東京都新宿区）／NPO
法人ぷれいす東京（東京都新宿区）／NPO法人akta 

妊活 ～晩産化時代に子どもを産む 県保健医療部健康長寿課／フィンレージの会／NPO法人 Fine 

ひとりにさせない。がん患者さんの心を支える  昨年度の他、がん患者会すみれ／Cava！（サヴァ）～さいたまBEC～ 

「認知症を理解し、向き合うために」  県福祉部高齢介護課 

病は気から～心と体のストレスケア～  栗橋病院 

あなたの世界を教えてくれる？ 発達障害を知りみんなで支え合おう 

埼玉親の会「麦」／NPO法人えじそんくらぶ／埼玉県自閉症協会／所沢・発達障害児者を支援する会「よつばくらぶ」／狭山フレンズ／埼玉県発達

障害者支援センター「まほろば」／埼玉県立精神保健福祉センター／国立障害者リハビリテーションセンター（発達障害情報・支援センター他関連部
署）／発達障害教育情報センター（国立特別支援教育総合研究所）／県福祉部 福祉政策課 ／ジョブセンター草加／ジョブセンター川口／埼玉障害

者職業センター／埼葛北障害者就業・生活支援センター／久喜市障がい者就労支援センター／生活支援機関：埼葛北障害者生活支援センター「き
らら」／ハビー川越教室 

 

 妊活 

 

 認知症 

 

 
HIV 
エイズ 

 

 病と心 

 

 発達障害 

 

 がん 



 

がん情報サービス 
 
連携スタートは、 

    がん展示から 

２ 



 がん、もっと知りたい 
     ～治療、生活、これからのこと～   

平成25年７月～9月 
  病気の基本知識だけでなく 
  個々の事情に沿った情報も必要。 

治療中の生活 



埼玉県立がんセンター 
春日部市立病院 

相談窓口の案内 

展示前に埼玉県立がんセンターを訪問、 
相談体制や相談内容について教えてもらう 



 

県内がん患者会展示を 
 

開催 
     

２ 
 

がん情報サービス 



●疾病対策課では… 
  がん患者会を支援する機会を検討していた。 

    患者会の活動を展示会場で紹介したい。   
●図書館でも… 
  展示にあわせて患者会資料を探していた。 

 ～疾病対策課 がん・疾病対策担当を訪問～ 

県から協力を得るために 

図書館で 県内がん患者会の活動を紹介する 

パネル展示を設営することに。  
      疾病対策課が各会の調整に尽力 



 『埼玉県がん対策推進計画（平成25～29年度）』 

●県の取組 
  ・様々な広報媒体の活用 
  ・企業との連携 
  ・がん検診県民サポーター等の養成 
  ・患者会を通じて 
 
「県民へのがんの正しい知識の 
  普及啓発に取り組む」とある 



あけぼの会埼玉支部 

 リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越 

リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま 

 がん患者会シャローム 



1枚６秒 

複数のがん患者会が 
 
       
行政と協力し、公共施設で展示 

県内初 

反響  新聞のほか各方面で注目され、 
 
多くの問い合わせが寄せられた 
    



 どこに相談すればいいの？ 

☞相談支援センターや患者会など 

 相談先・交流の場の情報は重要 
 
☞展示以降 

 これらの情報を積極的に発信 
 

反響 



継続的に 
身近な場所で正しい情報を 
入手できるように… 

 

 
 がん情報コーナーの設置へ 

２ 
 

がん情報サービス 



がん情報コーナー  

  図書 
約５００冊 
入門書、専門書、 
診療ガイドライン 
 

そのほか 
● 相談窓口・患者会の案内ちらし 
● がん治療に関するパンフレット（専門機関発行） 

平成26年３月設置 
   （今年５月リニューアル） 
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まず知っておきたい

基本的な情報を 
パネルで案内 

 

 

 

 

診療 
ガイドライン 

がん相談窓口 
がん患者会 

 

 
信頼できる 
インターネット 

情報 

 

 
はじめに 
読みたい本 

がん情報コーナー 





埼玉県がんサポートハンドブック 

１ 
  

１ 
  

埼玉県保健医療部疾病対策課がん・疾病対策担当 2014.2 がん全般 S494/サイ 

 がんと診断されたり、治療を受ける時に役立つ情報 

をとりまとめた冊子です。この冊子には、がんと診断 

された不安や悩みを相談できる身近な窓口や医療費・ 

生活費に対する支援制度等が掲載されています。 

  
  

 

  

埼玉県保健医療部疾病対策課ウェブサイトからも 

ダウンロードできます。 

はじめに読みたい本 

２ 

 国立がん研究センターがん対策情報センター編集の、

療養生活での不安・悩みへの対応や診療・治療につい

て、患者さん、家族の視点でまとめた本です。 

 上記の埼玉県版とあわせてご覧ください。 

  
  

患者必携 がんになったら手にとるガイド 

国立がん研究センターがん対策情報センター編著 学研メディカル秀潤社 2013.9 がん全般 S494.5/カン 

この本の概要（全文ではありません）は、同センター 
のウェブサイトで読むことができます。 
  



 

 

 

がんの相談窓口 
公益財団法人日本対がん協会では、

生活関連の電話相談を看護師や社会福

祉士が無料で受けています。 

このほか、事前予約で専門医による

無料の面接、電話相談もあります。 

一般社団法人 CSRプロジェクトでは、

雇用継続や職場の対応、就職や復職に際

して悩みや不安を抱えるがん患者や家族

に対して、ソーシャルワーカー、社会保

険労務士、産業カウンセラー、キャリア

カウンセラーなどが電話で相談に応じて

います。無料で利用できます。 









 

県疾病対策課と 
 
連携の広がりへ 

がん情報コーナーの設置効果 

２ 
 

がん情報サービス 



コーナー化＝サービスの「見える」化 

県のがん情報提供の手段に 

● 県のがんイベント情報を 
  コーナーで掲示 

● 協力を要請され出張展示 
 

 連携広がり 



埼玉県がん検診県民サポーター養成研修 

平成２６年１０月 

● 基調講演「がんと情報」（腫瘍内科助教・医師） 

● がん検診県民サポーター養成研修（疾病対策課） 

● がん情報コーナー（久喜図書館） 

「埼玉県がん対策推進計画（平成25年度～平成29年度）」に基づき開催 



スモールがん文庫の設置 

資料約１６０冊 



がん患者支援チャリティーイベント 

リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越 
              平成２６年９月 

２年連続 県疾病対策課と共同ブース出展 



県庁へアピールする機会として 

   ● リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越 
  

冊子プログラム 知事メッセージ 
 久喜図書館の取り組みが紹介される 

      
知事メッセージが作成される過程で知事直下の部署の目を通る 

● 疾病対策課 

県民に対して 
がん情報を提供している 
「埼玉県がん対策推進計画」 

行政中枢部へ 
アピール 

● 図書館 



「埼玉県がんサポートブック」に掲載 
 埼玉県 疾病対策課 がん・疾病対策担当／発行 

久喜図書館 



連携を積み重ね、信頼関係を築き… 

● 図書館の役割を説明し、 
  理解してもらう。 

 
 

 
 

 

 

 



  埼玉県広報紙 １０月号  「さいたま彩の国だより 2015.10月号１面「がん検診

特集」に掲載される → 県域全体への周知の足がかりに。 



 

がん患者会と 
 
 連携の広がりへ 

２ 
 

がん情報サービス 



  

 

第２回 

『ひとりにさせない。がん患者さんの心を支える』 
        平成26年8月14日～9月15日 

がん患者会・支援団体との 
 連携展示を毎年開催 今年で３回目 

がん患者会シャローム 

あけぼの会埼玉支部 

がん患者会すみれ 

Cava！（サヴァ）～さいたまBEC～ 

リレー・フォー・ライフ・ジャパン川越 

リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま 



 

患者会のイベントに 

出張展示 

２ 
 

がん情報サービス 



 会場：白岡市保健福祉総合センター 
 後援：白岡市，白岡市社会福祉協議会ほか 

がん患者会すみれ がんフォーラム ｉｎ しらおか  

                    平成２６年１１月 

講師の著作紹介 
がん情報の入手方法ほか 

依頼を受けて出張展示 



がん体験を聞く 

講演会を共催 

２ 
 

がん情報サービス 



がん患者の体験談を聴く 

 ～ひとりじゃない。前を向いて歩くために～                                          

                  昨年８月 

 共催：がん患者会すみれ 

 講師：会員４名 



・治療中の体の変化 
・療養生活 
・家族との関係 
・今の状況 
 

知って 
心の備えに・・・ 



白岡市保健センター保健師による 

がん検診受診のすすめ 

司書による調べ方案内 



 

イベント開催の効果 
 サービスの充実へ 

３ 



イベント開催の効果 

●サービスが認知される 

●連携先が増えサービスが充実 

 
   
 

● 連携を持ちかけられる 
  ・医学図書館  →文献入手 
  ・病院         →医師を招いて講演会 
  ・各種支援団体 →広報協力 



埼玉医科大学附属図書館との連携 

・医学雑誌 論文入手 
・高度な医学レファレンス 

※県立図書館経由 
※現物資料の相互貸借は 
 対象外 



 埼玉県済生会栗橋病院との連携 

● 医学文献データベース久喜図書館職員向け 
 検索講習会を開催（講師：病院図書館司書 平成２６年５月） 

 ●講演会「病は気から」（平成２６年１０月） 

 講師：本田宏 氏（院長補佐 外科医※当時） 

  ●病院祭「健康すくえあ」 
 に毎年出展 (年１回) 

 



 
 
情報リテラシー支援 

４ 



講演会を活用する 

 
● 講演テーマに沿った 

  情報の調べ方を 司書が案内 
   情報リテラシー教育 

          ＆ 図書館ＰＲ 
 

● 連携団体に活動紹介などを依頼 

     当事者ならではの情報提供 

 

    発達障害講演会で、親の会３団体が活動を紹介 → 



役に立つ基本図書と 

 サイトの紹介・実習 

      

情報探しのポイント 

      
＋      

やって納得情報の探し方講座 
    健康・医療情報コース 

      
＊テキストはウェブでも公開 



●ヘルスリテラシーの 
 一助となるために 
 
・健康・医療情報の調べ方 
 のポイント 
 
・図書 
 
・ウェブサイト等 
        …を紹介 

＊ウェブでも公開 

ツールが少ないのでは？ 

『健康・医療情報リサーチガイド＠埼玉』 



内容： 

今までのサービス 
 ・情報提供の集大成 
 
・レファレンス（調査・相談） 
・展示 
・パスファインダー  
・連携先から得た有用な情報 
     
    …からまとめる 

 



 
・一般県民 
・県内市立図書館員 
・行政関係者 
・医療従事者 

      …好評 
朝日新聞の医療サイト 
アピタル 
 「医療情報の調べ方、小冊子に埼玉県立久喜図書館が無料配布」 
   http://apital.asahi.com/article/ 
   news/2015060200021.html  
   …他多数メディア掲載 レファレンス支援にも 

健康・医療情報リサーチガイド＠埼玉』 

  

 重要ポイント「見た目」 
 
・情報を厳選してコンパクト化 
・カラー、ビジュアル化 
・手にとりやすさ 
       かわいい？おしゃれ？  

・冊子＝モノとしての存在感     



 

 「見える」化 
 
 PR の実践 

５ 



サービスの「見える化」 

● 当館ウェブサイト 
 「健康・医療情報ページ」で公開 
  連携機関リンク／調査に役立つリンク 
  New Topics でイベント等活動情報紹介 
  ☞ 県民への情報提供 

  ☞ 図書館・司書の役割を見える化 

   
● 各種案内の作成 
  ☞ 読みやすさ・手に取りやすさ意識 
  ☞ ＰＲ・連携先への説明資料 





● 自治体の報道発表を活用 
  ☞ 新聞・新聞社ウェブ版に掲載 

  ☞ SNSなどでネット拡散 

  

 
 
 

● 連携団体と相互PR 
  ☞ テーマのターゲット層に情報がいきやすい。 
  ☞ 連携団体にとっては利用層の開拓・PR・啓発 
    等のメリットがある。 

記事化されるためには・・・ 

キャッチーなテーマ＆ビジュアルも必要 

広報 



公共図書館にしかできない 

健康・医療情報提供 

６ 



公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 

「自分で調べ判断するための材料」を 
 選び取るためには・・・  

可能な限り多様な立場の 
多角的な情報を入手する。 

●スタンダードな医学・医療情報・行政情報 
●患者会など一人一人の状況に合わせた情報  

 情報を選択するための情報リテラシーも必要。 



 行 政  ･･･特定の団体との連携が難しい 
     ･･･ 業務に関する特定の情報しか話せない 
 

医師・専門家  ･･･専門分野 
    

患者会・親の会    ･･･それぞれの考え方に基づき収集した情報 
 
医学図書館 ･･･大学の学科・診療科に沿った資料の提供 

公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 

各機関とも立場による制約などで、 
「扱う情報」「扱える情報」は異なる 



公共図書館の強み １ 

公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 

あらゆる分野・立場・レベル 
の資料を提供 公共図書館の使命 

図書館法 

図書館の自由に関する宣言 

 幅広い資料提供をバックアップする 
 図書館ネットワーク 

憲法 「知る自由の保障」 



公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 

情報の調べ方もあわせて 
分かりやすい形に編集して提供 司書の力 

公共図書館の強み ２ 

情報探し支援 
情報リテラシー支援 

 

  医療専門家ではないが、 

 調べ方のプロ 
 

  

 

レファレンス＝ 
ひとりひとりの要求に応じた情報提供 

 
  



・各機関と地域住民を 

 幅広くつなぐ 

公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 

公共図書館の強み ３ 

・地域のつながり、出会いを生む 

場所の力 



公共図書館にしかできない健康・医療情報提供 

 

 妊活 
 

 発達障害 

 

 がん 

自治体の政策  

 
に、公共図書館の強みを活かして貢献できる 

地域社会の課題解決 


